
だより教 育 委 員 会

　２月9日（金）（旧暦の大晦日）、村の伝統行事「マースヤー」が
島内１１箇所の原や組で一斉に行われました。寒さを吹き飛ばすよ
うに、夕方から夜明け前まで太鼓や三線の音に乗せて子どもたちは
あざやかな着物姿で舞踊を披露しながら家々をまわり、お菓子や
ジュースなどをもらうと、たくさんの笑顔を見せてくれました。各
組や原では、伝統行事を絶やすまいと帰省中の人、学校の先生方な
ど住民一丸となりマースヤーを盛り上げ、そして、島に訪れた観光
客も一緒に今年一年間の無病息災と豊穣を祈願しました。

～ 村の伝統行事　マースヤー ～

　一般財団法人南部振興会では南部地域の人材育成を目的として、学業及び人物ともに優秀であ

り、経済的理由により就学が困難であると認められる学生に対し、奨学金の貸与を行っていま

す。令和６年度も募集いたしますので、お気軽にお問い合わせください。

　募集定員：５名

　各市町村推薦人数：１名

　応募締切：令和６年３月29日（金）

　貸 与 額：（県内）月額40,000円（県外）月額50,000円

　募集要項については粟国村教育委員会までお問合せください。

令和６年度　南部振興会育英奨学生（貸与）募集のお知らせ

　２月12日（月）（旧暦１月３日）、各原や組で村起こしが行われました。
　初起こしとも呼ばれるこの行事は今年の豊作を祈るために夜中０
時から祝女殿内に出たのち、各自指定の場所へ掛け声をかけながら
太鼓・ドラ鐘を鳴らしながら歌や舞踊を行うものです。また、各家
庭では海辺から砂を運び、家の周りや堆肥置場に砂をまくことで豊
年を祝います。回った後には各原・組では食事が出され、健康保持、
豊作を祈願します。旧暦１月２日（船起こし）の日も含め、これら
の３ヵ日を “三日節句（ミチャンシック）”と呼んでいます。

～ 村起こし ～
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